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環境動態部門が対象とする調査研究分野は

放射性核種の挙動解明,移行モデル構築,生態系管理
手法の確立など,多岐にわたります。

福島県

日本原子力研究開発機構（ＪＡＥＡ）

国立環境研究所（ＮＩＥＳ）

が連携し,調査研究を進めています。
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福島県環境創造センター以外の機関で環境動態研究に取り組む専門家とも、
セミナーへの招聘などによって情報交換しています。
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環境動態部門が取り組む研究分野
① 移行挙動評価

森林,河川,ダム,溜め池,河口域等の放射性物質の移行挙動調査を実施し,
特に放射性セシウムの動態の把握を行う。

② 移行モデル

放射性物質の移行挙動調査等で得られたデータを既存モデルや多媒体環
境モデルなどを用いて,放射性セシウムの移動,再飛散,堆積等の予測評価を
可能にするための検討を実施する。

③ 野生生物への影響把握

野生生物への放射性物質の挙動や野生生物の行動予測を調査するともに,
植物や小動物の生殖器官への影響を調査し,放射性物質の移動特性や循環過
程を検討する。

④ 生態系管理手法等

帰還困難区域内外の生物相・生態系機能の現状を調査し,震災前後の状況
や土地利用状況による影響を明らかにするとともに,生態系に与える人為的
影響を検討する。
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ミクロ量放射性核種の微視的挙動解明

河口域における放射性
Cs移動挙動調査

河川における放射性
Cs移動挙動評価

ダム、溜池における放射性
Cs移動挙動調査

ミクロ量放射性核種の微視的挙動解明

流域圏における放射性Csの動態解明

環境中の放射性セシウム
沈着挙動評価

広域対象土壌
流亡解析モデル
の開発・整備

放射性核種の
環境中における
移行挙動調査

森林域における放
射性Cs移行挙動
調査と環境動態
モデル構築

放射性Csの移動解析モデルの開発・整備

流域圏における多媒体環境モデリング

野生生物への影響把握

野生生物における放射性
核種挙動及び行動予測

放射線等の生物影響評価

生態系の回復研究

生態系・景観変化
の実態把握

生態系管理手法等

移行モデル

移行挙動評価

森林

ダム・湖沼・溜め池

河川

河口域

海

生物圏

大気

環境動態部門における調査研究の相関図

県 JAEA NIES
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生態系の回復研究

生態系・景観変化
の実態把握

生態系管理手法等

移行モデル

移行挙動評価

森林

ダム・湖沼・溜め池

河川

河口域

海

生物圏

大気

口頭発表１ 飯島和毅（日本原子力研究開発機構）
放射性セシウムの動きを知り予測する
－森林・ダム・河川を中心に－
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原発事故による野生生物への影響
－遺伝子から生態系まで－

口頭発表２ 玉置雅紀（国立環境研究所）

ミクロ量放射性核種の微視的挙動解明

河口域における放射性
Cs移動挙動調査

河川における放射性
Cs移動挙動評価

ダム、溜池における放射性
Cs移動挙動調査

ミクロ量放射性核種の微視的挙動解明

流域圏における放射性Csの動態解明

環境中の放射性セシウム
沈着挙動評価

広域対象土壌
流亡解析モデル
の開発・整備

放射性核種の
環境中における
移行挙動調査

森林域における放
射性Cs移行挙動
調査と環境動態
モデル構築

放射性Csの移動解析モデルの開発・整備

流域圏における多媒体環境モデリング

野生生物への影響把握

野生生物における放射性
核種挙動及び行動予測

放射線等の生物影響評価

生態系の回復研究

生態系・景観変化
の実態把握

生態系管理手法等

移行モデル

移行挙動評価

森林

ダム・湖沼・溜め池

河川

河口域

海

生物圏

大気



森林

河口域・海

ポスター発表(15:40～)
P11-20, 31-40, 51-54 計24題

河川

放射性物質の
大気放出量推
定と大気拡散
解析

森林域におけ
る放射性セシ
ウム移行挙動
調査と環境動
態モデル構築

森林地表面の
Cs-137の分布
と移動挙動

横川ダム流域におけ
る溶存態セシウムの
挙動に関する研究

ダム・溜め池における放射性
セシウム移行挙動調査

河川における放射性セ
シウム移行挙動調査

県内の様々な河川を移動する
放射性セシウムの濃度と量

河口域における放射性
セシウム移行挙動調査

環境動態を支配するミクロ量
放射性核種の微視的挙動解明

環境中の放射性セシ
ウム沈着挙動評価

森林からダム湖・河川への
放射性セシウムの移動と集積

河川や湖における魚への放
射性セシウムの移行状況

放射性物質モニタリング
データの情報公開サイト
の開設

海洋における物質動態の評価

Cs吸着・脱離機構の解明

沿岸域における放射性物質動態の
モデル開発 ―1Ｆ港湾内に対する
シミュレーションコードの開発―

流域圏における多媒体
環境モデリング

福島県内の広域を対象とした
土壌流亡解析モデルの開発

放射性セシウムの河川・
ダム・溜め池・河口域に
おける移動解析モデルの
開発

環境全体

大気

ダム・湖沼・
溜め池

県内に生息する野生動物の放
射性セシウム濃度について

FDNPS由来のCs-137に
よる野生きのこの汚
染状況ときのこ菌体
内挙動の研究

避難指示区の生態系モ
ニタリング～継続的に
生き物を調べる試み

アカネズミをモ
デル動物とした
放射線影響調査

福島県における里山の
カエルの集団構造：
震災後の個体群回復過
程を考える

生物圏

水の流れ
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